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Abstract 
To examine in detail the effects of solid wall on the characteristic and construction of combus-
tion flame， we provided the flat flame burner with porous port， which was designed to provide 
a practical approach to to the ideal condition for the study of laminar flame propagation. And we 
made a flat flame taking use of this flat flame burner， and measured experimentally the lift， the 
length and the temperature of flame， and sketched out the construction of丑ame.
Consequently， itis ascertained that the stability and lift of flame depend mainly on the amount 






























































量すなわち空燃比 (MR= 28~40) ， 混合気流量




















(mo15も) (wt %) 
フ 76.6 72.7 ロ ノ、 ン
イ ブタ 13.4 16.8 ソ ン
フ ピ 4.6 4.2 ロ レ ン
正 フ 2.6 2.6 タ ン
二工 タ ン 0.5 0.3 








































ここに m:重量流量 (kg/m2s)，Tf:火炎温度 Ti:燃焼開始温度，Tw: の関係を与えている。
壁面温度， q:混合気の発熱量 (Kcal/kg)，え:熱伝導率 (Kcal/m・sec・OC)，Cp:比熱 (kcal/kg・OC)，
しかも Tr=Tiとした近似式がん= 50o~150oC ， tf=1000-1600oC hl:浮き上り (m)である。
混合比が同の範囲の実験値とよく合うことを示すとともに 1)流量 (m)は大きな影響をもち，
じとき m の増大にともなってんは減少する。 2)実験の範囲での壁温の変化はほとんど影響
しないと結論している。
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図 10 (a) 燃焼状態と混合比
うためであろう。なお，本実験においては，(1)式の
ように火炎の浮き上り(ん)が混合気流量に逆比例


















その結果を図 10に，火炎写真を図 11に示すQ いずれの場合も，混合比が大きくなるほ
ど混合気の発熱量 (q)は減少するので， 燃焼速度や火炎温度は低下する(図 10参照)。 このた
め，混合気の流速が燃焼速度よりも大きくなり，火炎の浮き上り (hz)や火炎の厚さ (ht)も増加
している。この際，火炎形状は，混合比 MR=32の場合(図-11(g))はフラット・フレームから
乱れはじめているが，これが MR=35(図 9(c)になると両端と中央の火炎がもち上り ，MR=
38 (図 9(f)になるとこの傾向がさらに顕著となり，不安定ではあるが W 字型火炎となる。こ
のため， 火炎の浮き上り (hz)や火炎の厚さ (hj)が著じるしく増大する。 これが MR=40 (図-










比 (MR)が大きい場合には火炎の厚さ (ht)は横風流速 (v，)に比例して増加する。これは図-15
に示すように，横風によって火炎に片寄りを生ずるためである(図-15(i)， (j)， (k)参照)。かかる
傾向は混合気流量 (Q明)が小さい場合 (Q叫=20， 15 lt/min)には認められず，逆に火炎厚さ (hf)
が短縮している。これに対し，片寄り長さ (1)は横風流速 (v，)に比例して増加し， 火炎は不安
定となり，ついに吹き消えを生ずる。しかも，混合比 (MR)が大きく火炎が不安定である場合














































2) 火炎の厚さ (hf)は，壁温に逆比例し，混合気流量 (Qm)，混合比 (MR)および横風流速
(りα)に比例して増大し，火炎は不安定となる。
3) 火炎温度(削は壁温に左右されないが，混合気流量 (Q"Jに比例し，出合比 (MR)に
逆比例する。しかし，火炎形状が変化するにつれて測定場所の影響が大きくなり，一貫した的、
向は求められなくなる。
4) 火炎の形状は主として混合気流量 (Qm)と混合比 (MR)に支配され，混合気流量また
は混合比をふやしていくと，火炎はフラットプレームから突起火炎， W 字型火炎および V字
型火炎，さらには吹き消えと移行する。
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